
平成29年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

2,409,815

③

対象

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

75歳以上の高齢者及び65歳
以上の障害認定者

意図
事業
目的

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

⑤

⑥

指標

①

②
あんま・マッサージ等利
用助成件数

あんま・マッサージ等利
用助成請求額

2312000

後期高齢者あんま・マッサージ等助成事業

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 主管課 保険年金課

会計 小事大事

01

目項

03 01 10 01 04

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

後期高齢者医療制度被保険者があんま・マッサージ等の施術を受ける際、年間最大24枚の利用
補助券（1枚500円）を発行し、被保険者の健康の保持増進を図るもの。

対象である被保険者数は年々増加しているが、利用対象が末梢神経疾患又は運動器疾患の自覚
症状をもつ方であることから、助成券の年間利用枚数は4,000枚～5,000枚前後で推移してい
る。指定施設を増設し、助成券を利用して施術の受けられる環境の整備を行っている。

被保険者で末梢神経疾患または運動器疾患の自覚症状をもつ
方の費用負担の軽減、健康の維持増進、疾病予防のため。

主管課長 今野　忠光高齢者や障害者がいきいき暮らせる社会づくり

名　　称 平成27年度 平成28年度 平成29年度

4-2

事業名

政　策
施　策

04

→→ 助成単価（500円）×利用枚数

助成件数4624 4607 件

平成29年度

0.50

2,409,815

0.16

2,432,054

被保険者の健康増進が図れる。
目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

被保険者の費用負担軽減、健康保持増
進の一助となっており、国民健康保険
において行っている「あんま・マッ
サージ等利用助成事業」と同様のサー
ビスであり、今後も継続して行うべき
事業と考える。
なお、この事業は千葉県後期高齢者医
療広域連合の長寿・健康増進事業補助
金交付対象となっているが、当該交付
金は平成32年度限りで廃止される予定
であり、平成29年度から経過措置によ
り段階的に交付金額が縮小されてい
る。

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

人役・嘱託(人)

④

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

2303500 2326000 円

4652 →→

4,463,600 1,333,390 1,308,910

0.52 0.16

必要性

平成28年度

2,413,871

2,432,054

6,877,471 3,743,205 3,740,964

平成27年度

0.21 0.21

今後の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

2,413,871

③取組の
課題

今後も同様の取組みを実施する。

④今後
(H30以降)

の
改善計画

被保険者の健康保持増進のため、継続
してホームページや広報紙等を利用し
た周知を図る。

①今年度
(H29)の
改善計画

②今年度
(H29)に
実施した

取組

施設から新規の指定登録申請があった
場合は、国民健康保険と後期高齢者医
療双方で指定し、増設を図れるよう連
携を図る。

国民健康保険担当課と連携を図り、新
規施設の指定登録等の事務を実施し
た。

Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

個別評価
Ａ　市が担うべき

有効性

市関与の必要性

Ｂ　必要性は変わらな
い


